
13:00 - 13:10 開会の辞 製剤機械技術学会 会長

　　≪　座長　≫　吉田　寛幸　（国立医薬品食品衛生研究所）　　　　　　

13:10 - 14:00 特別講演１ 標的型微粒子製剤の開発とmRNA吸入型ワクチンへの応用

長崎大学 佐々木 均

当研究室では、医薬品やサプリメントなどの生体分解性素材を組み合わせ、臨床応用

に適した標的型微粒子製剤の開発を行ってきた。なかでも脾臓の樹状細胞に遺伝子を

送り込むことのできる標的型微粒子製剤（ナノボール）は、マラリア抗原をコードした

pDNAを包含し、マラリアワクチンとして高い効果を示した。これらの研究結果を基盤

に、長崎大学熱帯医学研究所と共同で、COVID-19の抗原mRNAを設計し、有効な吸

入ワクチンの開発を進めている。

　　≪　座長　≫　尾上　誠良　　（静岡県立大学）

14:00 - 14:50 基調講演 Bacteriophage therapy for difficulty-to-treat respiratory infections

シドニー大学 Hak-Kim Chan

As the world is running out of antibiotics to treat infections caused by multi-

drug resistance (MDR) bacteria, alternative therapies become necessary to save

lives of patients. Bacteriophages (or phages) are natural predators of bacteria

and they can kill bacteria which are resistant to antibiotics. Phages are of

narrow spectrum in their host range, thus potentially providing a more precise

and safer treatment with fewer side effects than antibiotics.  This talk will

focus on the use of inhaled phages for respiratory infections caused by P.

aeruginosa. It will cover the formulation, delivery, in vitro bactericidal activity

of phage aerosols and in vivo efficacy of inhaled phages in mice lung infection

models.

14:50 - 15:00 －  休　　　憩  －

　　≪　座長　≫　　谷野　忠嗣　（沢井製薬株式会社）

15:00 - 15:35 講演 1 リポソーム・脂質ナノ粒子の設計とその製造技術開発

富士フイルム株式会社 辻畑 茂朝 

富士フイルムは様々な製品開発で培ったナノ分散技術や解析技術、プロセス技術を活

かして、スケールアップ適性のある独自のリポソーム製造技術を確立してきた。最近で

はmRNA医薬への応用を始めとする脂質ナノ粒子の素材および製造技術の開発を行っ

ている。本講演では、当社のリポソーム・脂質ナノ粒子に関する技術開発と、これらの技

術を社会実装するための取組みについて紹介する。

15:35 - 16:10 講演 2 　　≪　座長　≫　　谷澤　良夫　（興和株式会社）

インクジェットヘッドを活用した精密粒子設計技術

株式会社 リコー 森谷　樹

印刷技術で活用されているインクジェットヘッドは，精細な印刷品質を達成するために

極めて高い液滴径制御性が必要とされる。そのため，インクジェットヘッドにより吐出さ

れた均一液滴を気相中で乾燥させることにより，簡便のプロセスで極めて均一性の高い

粒子を作製することが出来る。我々はこの特徴を活用した新規マイクロ粒子化技術

（Fine Droplet Drying技術）を開発し，粉末製剤化技術としての応用可能性を検討し

てきた。本稿では，本技術による難水溶性薬物の溶解性改善をはじめとした体内動態

制御の有用性に関して報告する。

16:10 - 16:20 －  休　　　憩  －

　　≪　座長　≫　　尾関　哲也　（名古屋市立大学）

16:20 - 17:10 特別講演２ 糖鎖ナノテクノロジーを用いたウイルス検査法

鹿児島大学 隅田 泰生

細胞表層の糖鎖は、ウイルスには細胞に吸着するための最初のレセプターとして使用さ

れ、その感染を仲介する。これを逆手にとり、我々が開発したウイルスが吸着する糖鎖

を固定化した金ナノ粒子（SGNP）とPCRを組み合わせ、検体中の極低濃度のウイルス

粒子を濃縮することによって、罹患の超早期（潜伏期や不顕性感染時）では低濃度のウ

イルス検出を可能とし、また、回復期では、病状を反映した偽陽性のない検査診断法

を開発した。

　　≪　座長　≫　　横山　裕志　（ホソカワミクロン株式会社）

17:10 - 17:45 講演 3 Flash NanoPrecipitation 法を応用したナノ粒子設計による薬物動態制御

静岡県立大学 佐藤 秀行

Flash NanoPrecipitation 法は，ナノ粒子を調製する析出法の一種であり， Multi-

inlet vortex mixer のような複数の注入口を有するマイクロミキサーを使用することで，

シンプルな工程にて極めて均一な薬物ナノ粒子や高分子ナノキャリアを作成できる．

講演では，本法を薬物の経口吸収性制御および吸入用微粒子設計に対して応用した

事例について紹介させて頂きたい．

17:45 - 17:50 閉会の辞
　第29回講演会 実行委員長

 (静岡県立大学）
尾上　誠良

　　　　　　　　　　　　　　　総合司会：　丹羽　敏幸　（名城大学）

一般社団法人製剤機械技術学会

第29回講演会プログラム案 

テーマ ： 「 粒子設計の最前線と未来予想図」

　　　　　　　　　　　　　　　日　　　時：　2021年7月30日(金) 13 : 00 ～17 : 50

　　　　　　　　　　　　　　　開催方式：　Zoomによるオンライン開催


